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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町 三股町立文化会館

自主文化事業
●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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カクドラ！ 体験型講座「90分でせりふ書いてみる？」
5月24日（金） 午後７時30分～
＠三股町立文化会館 会議室
演劇の台本を書く90分の講座で
す。日常の会話をつないでせりふ
にして、自分だけの短い台本『ド
ラマ』を書き上げよう！「俳優たち
が演じてくれる」特典付！
★参加無料（事前に申し込みが必
要です)

ヨムドラ！ まちなかで気軽に朗読劇を楽しもう！
5月25･26日（土・日）　＠まちの特設３劇場
まちなかに特設する３つの小劇場にて、町民３チームと３つの劇団
が、短編劇６作品を上演いたします！町民チームの演出は九州各地
で活躍する３人の実力派演出家たち！�いろんな色の６作品を一度に
楽しめる公演です。
出演劇団
売れ線系ビーナス（福岡）・劇団いかがなものか（宮崎）・演劇関係
いすと校舎（福岡）
町民チームの演出家
上野隆樹（そめごころ／Mr.daydreamer�・福岡）、荒木宏志（劇
団ヒロシ軍・長崎）、宮田晃志（演劇集団宇宙水槽・鹿児島）

プレドラ！�まちドラ！１週間前の演劇公演！
5月18日（土）19：00開演�19日（日）11：00開演／15：00開演
＠三股町立文化会館 ホール
ユニットろむ（宮崎）
第1回公演「とうに迷う」
水に浸かった「塔」の見知らぬ部屋へ
と迷い込んだ会社員、優陽の物語。

まちなかでドラマに出会える３日間！

まちドラ！2024の詳しい情報は、三股町立文化会館ホームページをご覧ください。
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チェーホフ・コメディ

みまた演劇フェスティバルまちドラ！2024　ミルドラ！

～「熊」一幕の滑稽劇～
■ あらすじ
ある未亡人の屋敷に、がさつな男が突然やってきます。男は夫
を亡くし悲しみに暮れる彼女に夫が残した借金を今すぐ返せと
迫り、静かに喪に服したかった女と口論になります。噛み合う
ようで噛み合わず、ただただ激しさを増していく二人の口論、
その間でおろおろと何の役にも立たない老執事、そして明か
される本当の夫の姿。やがて、二人はとんでもない結論へと
辿り着きます。

■ 演　出　倉迫康史
■ 出　演　大原研二（avenir'e）、平佐喜子
　　　　　 林周一（風煉ダンス）
■ 演　奏　日高慶子
■ 照　明　工藤真一（ユニークブレーン）
■ 日　時
2024年　5月25日（土）19時
　　　　　5月26日（日）16時　※各回20分前開場

■ 会　場　三股町立文化会館�ホール
■ チケット料金
一　般� 2,000円
25歳以下� 1,000円
高校生以下� 500円
（前売り・当日共通料金、未就学児�無料）

■ チケット予約・お問い合わせ　三股町立文化会館
電　話　0986-51-3462
（受付時間9：00～ 17：00／月曜休館）
WEB：https://bunka.town.mimata.lg.jp/

■ 主　催　一般社団法人Theatre�Ort・三股町
　　　　　 三股町教育委員会
■ 共　催　合同会社こふく劇場

■ 期間・時間
令和６年６月開講～令和７年３月本公演�原則として、毎週木曜午後５時～６時30分
初回：6月13日（木）17：00～

■ 対象・定員　小学４年生～高校２年生
■ 参加料金　月額1,000円（保護者会会費）
　※みまた座の子ども達をサポートするための保護者会があります。
■ スポーツ保険　スポーツ保険に加入していただきます
①中学生以下800円　②高校生以上1,850円（参加費とは別になります）

■  申込方法　参加申込書に必要事項をご記入の上、三股町立文化会館へお申し込み
ください。

※申込書は、文化会館窓口と役場受付、または文化会館WEBサイトで入手できます。
■申込締切　５月３１日（金）

三股の子どもたちのための演劇講座『みまた座』です。
初めての子も気軽に参加できます！！

遊び心いっぱいに、自由に演劇を楽しんでみませんか？

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

みまた座21期生大募集！

私たち私たちととくいまーるくいまーる

ボードビルを愛したアントン・チェーホフの初期の短編作品『熊』、
「喜劇だが悲劇」「笑えるけどほろ苦い」そんなチェーホフ・コメ
ディの魅力を存分に味わってくさい。

2024年４月～５月の期間にて、みまたの町の演劇祭「まち
ドラ！」関連のイベントが開催されます！春は三股のまち
で演劇ざんまい！

は
じ
め
ま
し
て

ま
ち
な
か
コ
ー
ス
、
誕
生
し
ま
し
た



今
回
の
再
編
で
く
い
ま
ー
る
が
ど
の
よ

う
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
か
。そ
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ま
ち
な
か
コ
ー
ス
が
新
設
！

新
た
に
バ
ス
2
台
を
追
加
導
入
し
、
市

街
地
を
巡
回
す
る
上
図
の
よ
う
な
ま
ち
な

か
コ
ー
ス
①
と
コ
ー
ス
②
を
新
設
し
ま
し

た
。
巡
回
す
る
バ
ス
停
は
同
じ
で
す
が
、

２
つ
の
コ
ー
ス
は
バ
ス
が
逆
方
向
に
巡
回

し
ま
す
。

�

コ
ー
ス
内
の
バ
ス
停
に
は
、１
時
間
に

２
回
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

「
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
前
」に
は
、
１
時
間
に

４
回
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

②
新
た
に
バ
ス
停
17
箇
所
を
設
置

　
「
中
原
団
地
前
」や「
植
木
中
央
」を
は

じ
め
と
し
て
、17
箇
所
の
バ
ス
停
を
新
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
２
台
の
バ
ス

を
導
入
し
ま
し
た
。

③
回
数
券
が
、よ
り
お
得
に
！

こ
れ
ま
で
、
１
０
０
円
×
12
枚
綴
り

（
１
０
０
０
円
）
だ
っ
た
回
数
券
が
、

１
０
０
円
×
16
枚
綴
り（
１
０
０
０
円
）と

な
り
ま
し
た
。な
ん
と
、4
枚
も
お
得
に
！

な
お
、
こ
れ
ま
で
同
様
１
乗
車
全
線

１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

5050分分 まちなかコース①
生活支援便

5050分分 まちなかコース②
生活支援便

1周

1周

生
ま
れ
変
わ
っ
た
く
い
ま
ー
る

ポ
イ
ン
ト
３
選
！

私
た
ち
私
た
ち
とと
く
い
ま
ー
る

く
い
ま
ー
る

平
成
19
年
か
ら
運
行
さ
れ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
く
い
ま
ー
る
が
、令
和

６
年
４
月
、新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
三
股
町
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
い
て
、「
高
齢

者
の
買
い
物
や
通
院
」、「
子
ど
も
た
ち
の

通
学
」な
ど
で
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
再
編
で
す
。

「
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
、く
い
ま
ー
る

が
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
。」

本
号
で
は
、
コ
ー
ス
、
運
賃
や
ダ
イ
ヤ

が
改
訂
と
な
っ
た
く
い
ま
ー
る
に
つ
い

て
、そ
の
変
更
点
を
紹
介
し
ま
す
。

く
い
ま
ー
る
は
、
平
成
19
年
４
月
に
運

行
を
開
始
し
た
、
三
股
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
自
治
体
な
ど

が
地
域
住
民
の
日
常
生
活
、
通
勤
、
通
学

へ
の
支
援
と
し
て
運
営
す
る
バ
ス
で
す
。

人
口
減
少
や
自
家
用
車
の
普
及
に
よ

り
、地
方
で
は
民
間
バ
ス
会
社
の
運
行
路

線
や
本
数
が
減
少
。
そ
の
結
果
、
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
、い
わ
ゆ

る「
交
通
弱
者
」へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
も
、
民
間
バ
ス
会
社
の
運
行
す
る

路
線
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
検
討
が
行
わ

れ
、後
に
く
い
ま
ー
る
誕
生
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

３
月
ま
で
は
、
生
活
支
援
便
が
４
路

線
、
通
学
支
援
便
が
３
路
線
、
計
７
路
線

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

ま
ち
な
か
コ
ー
ス
２
路
線
を
新
設
し
、
９

路
線
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

く
い
ま
ー
る
っ
て
？

みやぎん三股支店前東原稗田東
稗田コミュニティ
センター入口

フューネラル
ホーム天翔前

と
ま
り
医
院
前

ひ
ろ
せ
本
店
前

メディカルシティ
東部病院前

田中隆内科前 南植木 江夏整形外科前 植木中央 植木児童館前 東高校前 カーランド
車童前

五本松団地跡 タクシー
待機所前

総合福祉
センター前

上
米

上
米
東

武道館前 役場 長倉医院前 三股中学校前 三股中学校東

生活支援便

みやぎん三股支店前東原稗田東下新

中
原
団
地
前

肉のなかむら前 三股小学校前 山王原 早馬公園前

山
王
原
北

三股西小学校入口ひろせ本店前とまり医院前 今市 今市団地入口 新馬場公園入口 新馬場交差点 デイサービス野の花一心外科医院前 塚原団地前

他交通機関への乗り継ぎ
●�バス停「JR三股駅前」から、宮崎交通路線バス、JR

鉄道に乗り継ぐことができます。
利用上の注意

●�道路状況等によりバス停への到着が遅れる場合が

あります。●�通学支援便の「夕②便」は季節等により出発時刻が

異なります。※�中学校の部活動終了時間に合わせているためご了

承ください。●�車内での飲食・喫煙、携帯電話での通話はご遠慮く

ださい。●他の乗客の迷惑になる行為等はご遠慮ください。

●�運転士の指示に従ってください(従わない場合、乗

車をお断りすることがあります)。

運　休●日曜日・年末年始（１２月３１日～１月３日）は運休します。

●台風、その他災害の時に運休する場合があります。

●�三股中学校の夏休み・冬休み・春休み・始業式・

終業式及び毎週水曜日は通学支援便の「夕②便」は

運休します。※�通学支援便の「夕②便」は、始発～三股中学校まで

の乗車となります。

その他 ●�高齢者免許証返納支援として、
７０歳以上で免許証を返納した方
に回数券を交付しています。交
付には、返納日から１年以内の
申請が必要である他、条件があ
りますのでお問合せください。

三股町くいまーるバス事務所 ☎（0986）52-0000

月～金曜日 9：00～17：00／土曜・祝日 9：30～14：00

運　賃●１乗車１００円�（保護者同伴の未就学児は無料）

●回数券1,000円（１６枚綴り）
●１ヶ月フリーパス券3,000円（中学生以下2,000円）

※�運賃は乗り換え毎、便毎に必要です。

※�回数券、フリーパス券は三股駅舎内バス事務所で購

入できます。※回数券はバス車内でも購入できます。フリー乗降区間
●�区間内であれば、どこでも乗降できます。乗りたい

場所で運転士に分かるように手を上げてください。

※�区間内であっても危険な場所では停まれませんの

で、交差点からは離れるなどご協力をお願いします。

三股町コミュニティバス

時刻表時刻表
令和６年４月１日改訂三股町総務課行政係

ワンコイン100100円円1乗車全線手軽で便利！誰でも乗れる！

※まちなかコースはJR三股駅を起点に町内中心地を巡回します

くいまーる
まちなかコースを新設!!

★その他のコースについては、くいまーる時刻表をご覧ください➡

く
い
ま（
車
）と
ま
ー
る（
周
る
）で

く
い
ま
ー
る

JR三股駅

く
い
ま
ー
る
で
、買
い
物
に

く
い
ま
ー
る
で
、病　
院
に

く
い
ま
ー
る
で
、銀　
行
に

く
い
ま
ー
る
で
、三
股
駅
に

く
い
ま
ー
る
で
、学　
校
に

く
い
ま
ー
る
で
、〇
〇
〇
に

JR三股駅前

三股町コミュニティバス「くいまーる」運行開始式（平成19年）三股町コミュニティバス「くいまーる」運行開始式（平成19年）

START!START!

START!START!

⇔長田・梶山コース
⇔内ノ木場・梶山コース

田上・蓼池コース⇔
宮村・植木コース⇔

文
化
会
館
前

CheckCheck
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田上・蓼池コース 100円

田上・蓼池コース 100円

都
城
警
察
署
に
よ
る
と
、
三
股
町
民
で

令
和
５
年
中
に
免
許
を
自
主
返
納
し
た

人
は
、
１
０
４
人
、
全
て
65
歳
以
上
の
人

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上

の
町
民
は
７
３
４
５
人
で
あ
る
た
め
、返

納
数
は
決
し
て
多
い
件
数
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、毎
年
１
０
０
人
前
後
の
人
が
免
許

を
返
納
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、「
運
転
は
不
安
だ
が
、自
動
車

が
な
け
れ
ば
生
活
が
難
し
い
」と
感
じ
て

い
る
人
や
、「
い
ず
れ
は
自
主
返
納
を
考

え
て
い
る
が
、
現
実
的
に
、
返
納
し
た
後

の
生
活
が
難
し
く
な
る
の
で
は
」と
考
え

て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ

ん
な
人
に
、く
い
ま
ー
る
は
ど
う
寄
り
添

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
そ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
べ
く

バ
ス
停
で
話
を
聞
い
た
り
、実
際
に
乗
車

し
、利
用
者
に
話
を
聴
い
て
き
ま
し
た
。

内う
ち

村む
ら

マ
リ
コ 

さ
ん

４
月
10
日
に
免
許
を
返
納
し
、
そ
の
ま

ま
く
い
ま
ー
る
で
役
場
に
向
か
い
ま
し

た
。返
納
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
す
る

と
く
い
ま
ー
る
の
回
数
券
を
も
ら
え
る
と

知
り
、申
請
し
て
き
ま
し
た
。（
注
１
）

昨
年
５
月
に
夫
も
免
許
を
返
納
し
ま

し
た
た
め
、こ
れ
か
ら
夫
婦
２
人
で
外
出

す
る
際
に
は
く
い
ま
ー
る
を
利
用
す
る

機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
そ

の
時
の
た
め
に
、練
習
と
し
て
乗
っ
て
み

ま
し
た
。

（
注
１
）�12
回
分
を
10
冊
交
付
。
町
役
場
で
申

請
。そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
。

�

平ひ
ら

部べ

雅ま
さ

啓ひ
ろ 

さ
ん

買
い
物
や
通
院
で
く
い
ま
ー
る
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
再
編
で
、
自
宅
近
く
を
通
る

ル
ー
ト
が
新
設
さ
れ
、非
常
に
便
利
に
な

り
ま
し
た
。

白し
ら

尾お

幸さ
ち

子こ�

さ
ん

10
年
以
上
前
か
ら
、
く
い
ま
ー
る
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
ど
う
利
用
し

た
ら
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

乗
っ
て
い
る
う
ち
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
コ
ー
ス
が
で
き
て
、
と
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
曜
日
以

外
毎
日
運
行（
注
）し
て
い
る
の
で
、
買

い
だ
め
し
な
く
て
よ
い
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
１
回
の
買
い
物
の
量
が
減
り
、
移

動
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

乗
車
し
て
い
る
と
、
他
の
乗
客
と
話
が

弾
む
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
楽
し
い
で
す
。

い
つ
も
乗
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
な
く

な
る
と
心
配
に
な
り
、久
し
ぶ
り
に
会
う

と
、
と
て
も
安
心
し
ま
す
。
く
い
ま
ー
る

は
、私
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
す
！

（
注
）�年
末
年
始（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
）

は
運
休
し
ま
す
。

佐さ

藤と
う

真ま

由ゆ

美み�

さ
ん

３
月
末
ま
で
、
先
輩
運
転
手
の
指
導
の

も
と
運
転
技
術
や
コ
ー
ス
な
ど
を
学
び
、

４
月
か
ら
、本
格
的
に
運
転
手
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。

運
転
し
て
い
る
と
、
お
客
さ
ん
か
ら

「
が
ん
ば
ん
な
さ
い
よ
！
」と
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
り
、本
当
に
お
客
さ
ん
に
支

え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

運
転
手
同
士
で
は
、
乗
務
の
合
間
で
情

報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
小
学
生
が
●
●
か
ら
乗
車
し
て
、
◆

◆
で
降
車
し
た
か
ら
、次
に
あ
な
た
が
乗

務
す
る
便
で
乗
車
す
る
か
も
よ
。」

そ
ん
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
矢

先
、そ
の
小
学
生
が
乗
る
べ
き（
だ
ろ
う
）

車
線
と
は
反
対
車
線
に
立
っ
て
い
る
の

を
見
つ
け
た
の
で
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
、間
違
っ
て
反
対
車
線
で
待
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。情
報
交
換
に
よ
っ
て

乗
り
間
違
い
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
市
在
住

下
新
在
住

中
米
在
住

運
転
手
の
声

利
用
者
の
声

利
用
の
ポ
イ
ン
ト

①
時
刻
表
を
確
認
す
る

時
刻
表
は
、
町
役
場
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
三

股
駅
の
駅
舎
内
に
あ
る「
三
股
町
く
い
ま
ー

る
バ
ス
事
務
所
」、
図
書
館
、
文
化
会
館
な

ど
の
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
停
の
名
称
に
は
、
地
名
や
公
共
施

設
名
の
ほ
か
、
病
院
、
銀
行
、
商
業
施
設

の
名
前
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

出
発
前
に
、
時
刻
表
に
書
い
て
あ
る
バ

ス
停
の
名
前
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
料
金
を
確
認
す
る

く
い
ま
ー
る
は
、「
１
乗
車
１
０
０
円
」

で
す
。
上
に
示
し
た
例
で
は
、
例
①
が
往

復
２
０
０
円
、例
②
が
往
復
４
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

今
後
、何
度
も
乗
車
す
る
予
定
が
あ
る

場
合
は
、「
回
数
券
」（
１
０
０
円
×
16
枚

綴
り
、１
０
０
０
円
）や「
１
ヶ
月
フ
リ
ー

パ
ス
券
」（
３
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下

２
０
０
０
円
）を
購
入
す
る
と
お
得
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
三
股
町

く
い
ま
ー
る
バ
ス
事
務
所
」で
購
入
で
き

ま
す
。

② 

自
宅
や
目
的
地
の
、
最
寄
り
の

バ
ス
停
を
確
認
す
る

10：15�轟木入口（出発）
10：28�JR三股駅前（到着）

10：30�JR三股駅前（出発）
10：36�ひろせ本店前（到着）

11：05�ひろせ本店前（出発）
11：20�JR三股駅前（到着）

11：36�JR三股駅前（出発）
11：49�轟木入口（到着）

行 き

帰 り

9：27�蓼池（出発）
9：42�役場（到着）

	

11：21�みやぎん三股支店前（出発）
11:31�蓼池（到着）

行 き

帰 り

例 

②
長田から稗田へ
周辺店舗でショッピングコース

例 

①
蓼池から役場へ
手続き・相談とショッピングコース

くいまーるの利用方法

長田・梶山コース 100円

まちなかコース② 100円

まちなかコース② 100円

長田・梶山コース 100円

乗車

乗車
降車

乗車

降車

乗車
降車

乗車

乗車

降車

1つのコースで
行ってみよう！

2つのコースを
乗り継いで
行ってみよう！

餅
原
在
住

降車

➡周辺店舗でショッピングや銀行へ
降車

➡	役場で手続きや相談後周辺店舗で
ショッピングや銀行へ

く
い
ま
ー
る
の
寄
り
添
い
方

5 4広報みまた2024.5 広報みまた2024.5



町
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

発
令
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※�

現
職（
前
職
）氏
名
の
順
、
退
職
者

は
最
終
課

●
新
規
採
用（
8
人
）

企
画
商
工
課
企
画
政
策
係（
新
）福
岡

梨
奈
▽
税
務
財
政
課
財
政
係（
新
）上

野
広
樹
▽
税
務
財
政
課
住
民
税
係（
新
）

清
田
昂
志
▽
税
務
財
政
課
納
税
管
理
係

（
新
）安
藤
愛
梨
▽
町
民
保
健
課
国
保
年

金
係（
新
）田
尻
美
和
▽
町
民
保
健
課

戸
籍
住
民
係（
新
）大
城
琉
花
▽
福
祉

課
児
童
福
祉
係（
新
）竹
井
梨
奈
▽
環

境
水
道
課
上
水
道
係（
新
）田
平
紗
也

●
課
長
級（
10
人
）

企
画
商
工
課
課
長
兼
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
室
室
長
兼
五
本
松
交
流
拠
点
施
設
推

進
室
室
長（
企
画
商
工
課
課
長
兼
五
本

松
交
流
拠
点
施
設
推
進
室
室
長
）鈴
木

貴
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
課
長（
総

務
課
課
長
補
佐
）瀬
尾
真
紀
▽
町
民
保

健
課
対
策
監
兼
課
長
補
佐（
高
齢
者
支

援
課
課
長
）下
沖
祐
二
▽
高
齢
者
支
援

課
課
長（
高
齢
者
支
援
課
課
長
補
佐
）

杉
下
知
子
▽
農
業
振
興
課
対
策
監
兼
課

長
補
佐（
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
室
長
）

細
田
高
広
▽
都
市
整
備
課
課
長（
宮
崎

県（
宮
崎
県
人
事
交
流
））田
中
英
顯
▽

環
境
水
道
課
課
長（
福
祉
課
課
長
補
佐
）

岩
元
勝
二
▽
教
育
課
課
長（
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
課
長
）島
田
美
和
▽
教
育

課
対
策
監
兼
課
長
補
佐（
環
境
水
道
課

課
長
）木
下
勝
広
▽
教
育
課
対
策
監（
教

育
課
課
長
）渡
具
知
実

●
課
長
補
佐
級（
25
人
）

総
務
課
課
長
補
佐（
税
務
財
政
課
課
長

補
佐
）山
元
博
▽
企
画
商
工
課
課
長
補

佐（
企
画
商
工
課
課
長
補
佐
兼
五
本
松

交
流
拠
点
施
設
推
進
室
室
長
補
佐
）永

田
祐
樹
▽
企
画
商
工
課
課
長
補
佐
兼
五

本
松
交
流
拠
点
施
設
推
進
室
室
長
補
佐

兼
施
設
推
進
係
長（
企
画
商
工
課
施
設

推
進
係
係
長
）河
野
藤
吉
▽
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
室
室
長
補
佐
兼
係
長（
都
市

整
備
課
都
市
計
画
係
係
長
）飛
松
誠
一

▽
税
務
財
政
課
課
長
補
佐（
教
育
課
課

長
補
佐
）高
山
真
理
▽
町
民
保
健
課
課

長
補
佐（
高
齢
者
支
援
課
介
護
高
齢
者

係
係
長
）堀
之
内
環
▽
町
民
保
健
課
戸

籍
住
民
係
主
幹（
町
民
保
健
課
戸
籍
住

民
係
主
幹
兼
係
長
）中
村
三
和
子
▽
町

民
保
健
課
健
康
推
進
係
主
幹（
教
育
課

学
校
教
育
係
主
幹
）頴
川
宗
一
郎
▽
町

民
保
健
課
健
康
推
進
係
主
幹（
福
祉
課

児
童
福
祉
係
副
主
幹
）谷
口
さ
と
み
▽

福
祉
課
課
長
補
佐（
高
齢
者
支
援
課
地

域
包
括
支
援
係
係
長
）黒
木
芳
剛
▽
高

齢
者
支
援
課
課
長
補
佐（
町
民
保
健
課

課
長
補
佐
）野
口
陽
子
▽
高
齢
者
支
援

課
地
域
包
括
支
援
係
主
幹（
教
育
課
学

校
教
育
係
主
幹
兼
係
長
）島
田
知
恵
▽

農
業
振
興
課
課
長
補
佐
兼
畜
産
振
興
係

係
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
事
務
局
長

補
佐
）津
曲
浩
二
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
事
務
局
長
補
佐（
農
業
振
興
課
課
長

補
佐
兼
畜
産
振
興
係
係
長
）山
内
和
広

▽
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
主
幹
兼
係

長（
都
市
整
備
課
道
路
公
園
係
係
長
）

木
場
康
彰
▽
環
境
水
道
課
上
水
道
係
主

幹
兼
係
長（
農
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

内
村
栄
男
▽
環
境
水
道
課
課
長
補
佐
兼

下
水
道
係
係
長（
環
境
水
道
課
課
長
補

佐
）出
水
和
樹
▽
環
境
水
道
課
環
境
保

全
係
主
幹（
環
境
水
道
課
環
境
保
全
係

主
幹
兼
係
長
）山
之
内
祐
二
▽
環
境
水

道
課
課
長
補
佐（
環
境
水
道
課
課
長
補

佐
兼
上
水
道
係
長
）王
原
由
紀
子
▽
教

育
課
学
校
教
育
係
主
幹（
町
民
保
健
課

課
長
補
佐
）出
水
真
弓
▽
教
育
課
課
長

補
佐（
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
主
幹
）

綿
田
賢
介
▽
教
育
課
生
涯
学
習
係
主
幹

兼
係
長（
教
育
課
生
涯
学
習
係
係
長
）

新
原
幸
子
▽
教
育
課
課
長
補
佐（
教
育

課
文
化
財
係
主
幹
兼
係
長
）黒
木
欣
綱

▽
教
育
課
文
化
財
係
主
幹
兼
係
長（
教

育
課
文
化
財
係
主
幹
）兒
玉
昭
人

●
係
長
級（
９
人
）

会
計
課
会
計
係
副
主
幹（
環
境
水
道
課

上
水
道
係
副
主
幹
）永
山
弓
子
▽
町
民

保
健
課
戸
籍
住
民
係
係
長（
町
民
保
健

課
戸
籍
住
民
係
）金
丸
浩
介
▽
町
民
保

健
課
国
保
年
金
係
係
長（
町
民
保
健
課

国
保
年
金
係
）大
峯
美
紀
▽
福
祉
課
社

会
福
祉
係
係
長
兼
高
齢
者
支
援
課
地
域

包
括
支
援
係（
福
祉
課
社
会
福
祉
係
係

長
）楠
淳
▽
高
齢
者
支
援
課
介
護
高
齢

者
係
係
長（
税
務
財
政
課
財
政
係
副
主

幹
）湯
浅
か
お
り
▽
都
市
整
備
課
道
路

公
園
係
係
長（
環
境
水
道
課
下
水
道
係

係
長
）下
石
賢
史
▽
環
境
水
道
課
環
境

保
全
係
係
長（
環
境
水
道
課
環
境
保
全

係
）池
田
大
助
▽
教
育
課
学
校
教
育
係

係
長
兼
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
福
祉
課

児
童
福
祉
係
副
主
幹
兼
教
育
課
学
校
教

育
係
）戸
髙
志
織
▽
総
務
課
付（
都
市

整
備
課
建
築
係
副
主
幹
）山
内
ま
ど
か

●
一
般
職（
14
人
）

総
務
課
秘
書
広
報
係（
企
画
商
工
課
商

工
観
光
係
）中
村
諒
▽
企
画
商
工
課
商

工
観
光
係（
総
務
課
秘
書
広
報
係
）内

木
場
康
朗
▽
企
画
商
工
課
施
設
推
進
係

（
企
画
商
工
課
施
設
推
進
係
兼
企
画
政

策
係
）岩
本
梓
▽
税
務
財
政
課
住
民
税

係（
税
務
財
政
課
納
税
管
理
係
）上
村

與
喜
▽
税
務
財
政
課
資
産
税
係（
税
務

財
政
課
住
民
税
係
）田
中
渚
▽
町
民
保

健
課
国
保
年
金
係（
総
務
課
付
）足
立

舞
▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係（
町
民
保
健

課
健
康
推
進
係
）松
山
彩
乃
▽
福
祉
課

児
童
福
祉
係（
教
育
課
学
校
教
育
係
）

稲
元
桃
子
▽
農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

兼
農
林
整
備
係（
農
業
振
興
課
農
政
企

画
係
）内
村
友
美
▽
農
業
振
興
課
農
政

企
画
係（
再
任
用
）（
町
民
保
健
課
国
保

年
金
係（
再
任
用
））横
田
耕
二
▽
環
境

水
道
課
下
水
道
係（
総
務
課
付（
宮
崎

県
人
事
交
流
））野
﨑
裕
一
▽
教
育
課

学
校
教
育
係（
再
任
用
）（
教
育
課
給
食

セ
ン
タ
ー
（
再
任
用
））米
村
明
彦
▽

宮
崎
県（
宮
崎
県
人
事
交
流
）（
環
境
水

道
課
上
水
道
係
）黒
木
貴
之
▽
総
務
課

付（
町
民
保
健
課
健
康
推
進
係
）山
下

敦
子

●
退
職（
４
人
）

（
町
民
保
健
課
国
保
年
金
係
係
長
）下
石

裕
子
▽（
町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係（
再

任
用
））新
地
浩
▽（
農
業
振
興
課
畜
産

振
興
係
兼
農
林
整
備
係（
再
任
用
））坂

元
の
り
子
▽（
環
境
水
道
課
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
再
任
用
））加
治
屋
祥
一

●
再
任
用（
対
象
者
な
し
）

●
派
遣
期
間
満
了（
１
人
）

宮
崎
県（
宮
崎
県
人
事
交
流
）（
都
市
整

備
課
課
長
）井
上
政
和

町
職
員
人
事
異
動
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

新規採用の8人です。よろしくお願いします。

く
い
ま
ー
る
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

今
回
の
再
編
は
、
令
和
４
年
度
に
策
定

し
た
三
股
町
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ

い
て
、「
高
齢
者
の
買
い
物
や
通
院
」、「
子

ど
も
た
ち
の
通
学
」の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
や
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
て
検
討
が
始
ま
り
ま
す
。ど
の
よ
う

な
運
用
方
法
を
と
れ
ば
い
い
の
か
、ど
の

よ
う
に
表
示
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
か
な

ど
、
多
く
の
検
討
事
項
が
あ
り
ま
す
。
よ

り
便
利
な
く
い
ま
ー
る
に
な
る
た
め
、実

証
実
験
な
ど
を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

く
い
ま
ー
る
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

そ
れ
は
、
誰
も
が
日
常
生
活
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
、
よ
り
便
利
に
、
快
適
に
目

的
地
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
で
す
。移
動

手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、人
に
よ
っ
て

は
、そ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
出
す
こ

と
も
あ
り
え
ま
す
。バ
ス
へ
の
乗
車
を
通

じ
て
生
ま
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、

育
て
て
い
く
こ
と
も
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
す
。

く
い
ま
ー
る
を「
行
き
た
い
時
間
に
、

行
き
た
い
場
所
に
行
け
る
バ
ス
」に
す
る

た
め
、こ
れ
か
ら
も
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

今後のくいまーるは？
役場の担当者に、今後のくいまーるについて聞いてみました。

今回、どのような目的で再編を行ったのでしょうか？

総務課�宇都主査

聞き手

聞き手

総務課�宇都主査

より便利に利用してもらうため、令和６年度は「デマンド交通システム」と「バ
スロケーションシステム」の導入を検討します。
デマンド交通システムとは、乗車時間や場所をあらかじめ予約しておくことに
よって指定時間・場所に車で迎えに来てくれる乗合型バスの仕組みです。
「誰も乗車していない」状態で運行することがないため、経費削減にもつながり
ます。
バスロケーションシステムとは、スマートフォンを使って走行しているバスの
位置情報を確認できるほか、目的地までの乗り継ぎ情報を簡単に検索できるシ
ステムです。
「行きたい時間に、行きたい場所に行けるバス」の実現に向けて、検討・準備を
進めていきたいと思います。

自家用車を持たない人でも不便なく移動できることが再
編の主な目的でしたが、普段自家用車で移動する人でも
「ちょっとそこまで」気軽に使えるバスになりました。ぜひ、
多くの人に利用してほしいです。

今後はどのように進化していくのでしょうか？
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春
は
何
か
と
忙
し
い
季
節
で
す

ね
。
４
月
に
な
っ
て
、
学
校
で
は

新
学
期
が
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の

友
達
は
卒
業
し
て
す
ぐ
に
働
き
始

め
る
な
ど
、
私
の
周
り
で
も
新
し

い
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

目
ま
ぐ
る
し
い
人
生
の
変
化
は
、

時
に
は
つ
い
て
い
く
こ
と
が
難
し

く
、
ス
ト
レ
ス
に
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
最
近
、
ス
ト
レ
ス
発
散
も

か
ね
て
新
し
い
習
い
事
を
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
は
習
字
で
す
。
日
本

に
来
る
前
は
一
度
も
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
語
を

書
く
だ
け
で
も
難
し
い
の
に
、
書

く
時
の
姿
勢
や
筆
の
持
ち
方
な
ど

は
も
っ
と
難
し
そ
う
で
、
気
軽
に

始
め
よ
う
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
、
心
は
筆
圧
と
筆
の
運
び
に

だ
け
集
中
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

は
な
く
な
り
、
静
か
に
書
く
た
め

だ
け
に
生
き
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
時
々
、
う
ま
く

い
か
ず
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
私
は

習
字
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
至
福

の
ひ
と
と
き
を
十
分
に
満
喫
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
法
と
し
て
習
字
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

た
ら
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！

地域おこし協力隊通信 vol.51

山
本
マ
リ
子

祠
ほ
こ
ら

に
て
う
た
た
寝
し
て
る
野
良
猫
は
供
え
物
食
べ
至
福
の
格
好

人
生
の
追
伸
の
ご
と
始
め
し
が
三み

十そ

一ひ
と

文も

字じ

に
魅
せ
ら
れ
て
今

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
短
歌
会
に
入
会
し
た
も
の
の
、
啄
木
や
牧
水

の
歌
を
諳
ん
じ
た
ぐ
ら
い
で
、
何
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
五
年
が
経

ち
ま
し
た
。
日
常
を
表
現
で
き
て
も
こ
こ
ろ
の
表
現
に
は
ま
だ
ま

だ
で
す
。

303

山
口
勝
己

散
歩
の
途
中
の
祠
で
野
良
猫
が
供
え
物
食
べ
、
幸
せ
そ
う
に
手
足

伸
ば
し
て
寝
そ
べ
っ
て
い
る
姿
を
見
て
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
り
詠
み

ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー
わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
作
り
」

５
月
19
日（
日
）午
後
２
時
～（
先
着
10
人
）

「
絵
本
・
児
童
書
展
示

～
ひ
ら
い
て
ワ
ク
ワ
ク
め
く
っ
て
ド
キ
ド
キ
」

お
す
す
め
の
絵
本
や
児
童
書
に
、
図
書
館

職
員
の
オ
ス
ス
メ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
つ
け
て
展
示
し

て
い
ま
す
。
読
書
や
図
書
館
で
過
ご
す
時
間

を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
と
し
ょ
か
ん
映
写
会
」の
お
知
ら
せ

　
「
と
し
ょ
か
ん
映
写
会
」を
行
い
ま
す
。
上

映
作
品
は
「
ピ
ア　

ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
」。

若
手
医
師
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
成
長

物
語
を
中
心
に
、
多
職
種
が
チ
ー
ム
と
し
て

連
携
し
な
が
ら
、
在
宅
医
療
と
介
護
、
看
取

り
に
懸
命
に
取
り
組
む
姿
を
描
い
た
作
品

で
す
。

【
上
映
日
】
５
月
16
日
（
木
）
17
日
（
金
）

　

①
午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

　

②
午
後
２
時
10
分
～
３
時
50
分

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

ピ
ア
ノ
と
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
24
日
（
日
）、
音
楽
と
絵
本
を
楽
し
む

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
永な
が

山や
ま

涼
り
ょ
う

子こ

さ
ん
、
ピ

ア
ノ
演
奏
は
上う
え

野の

美み

紀き

さ
ん
。
二
人
で
息
の

あ
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
親
子

で
楽
し
め
る
お
は
な
し
会
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
長
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
絵
本

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
を
は
じ
め
、
詩
集
「
の
は
ら

う
た
」
の
朗
読
、
春
の
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
な
ど
５
冊
の
絵

本
や
音
楽
で
組
ま
れ
、
絵
本
と
音
楽
を
じ
っ

く
り
味
わ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
へ
行
こ
う
！
こ
ど
も
の
読
書
週
間

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
お
と
な
が
楽
し
む
絵
本
時
間

～
母
の
日
・
父
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
～
」

５
月
10
日（
金
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

「
母
の
日
・
父
の
日
に
お
く
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
作
り
」

５
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

ま
ち
が
演
劇
に
染
ま
る
３
日
間
！

５
月
24
日
（
金
）～
26
日
（
日
）、
今
年
で
13

年
目
、
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
『
ま

ち
ド
ラ
！
２
０
２
４
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
「
ま
ち
ド
ラ
！
」
は
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
！

①�

開
催
期
間
中
、
三
股
駅
、
町
体
育
館
、
町
中

央
公
民
館
の
、
３
つ
の
ま
ち
の
施
設
が
特

設
小
劇
場
に
！

②�

そ
の
小
劇
場
で
は
、
全
国
各
地
で
活
躍
中

の
３
劇
団
と
、
プ
ロ
の
演
出
を
受
け
た
３

つ
の
町
民
チ
ー
ム
が
、
20
分
ほ
ど
の
短
編

朗
読
劇
６
作
品
を
上
演
。
気
軽
に
色
ん
な

作
品
を
お
つ
ま
み
感
覚
で
楽
し
め
ま
す
！

③�

文
化
会
館
で
は
、Theatre�O

rt

（
東
京
）に

よ
る
チ
ェ
ー
ホ
フ
作
の
喜
劇
『
熊
』
が
上

演
。
ロ
シ
ア
の
古
典
劇
が
楽
し
め
ま
す
。

④�

こ
れ
ら
７
作
品
を
、
一
日
か
け
て
ま
ち
を

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
な
が
ら
演
劇
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
が
、「
ま
ち
ド
ラ
！
」
で
す
！

⑤�

公
演
の
合
間
に
お
食
事
や
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

が
楽
し
め
る
野
外
の
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間

「
ま
ち
カ
フ
ェ
」
も
開
か
れ
ま
す
！

★
公
演
情
報
は
本
誌
裏
面
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

「春のリラクゼーション」

早いもので、新年度が始まり一カ月が経ちました。4月は

上米公園桜まつり、椎八重公園つつじまつり、早馬神社では

早馬まつりが行われました。中でも、早馬まつりは100年以

上の歴史があるお祭りです。町に残るさまざまな伝統芸能

が披露され、見応えがあります。若い人にも見てほしい三

股町の文化の姿です。この早馬まつりの前に三股町立図書

館に行った際、面白い本に出会いました。その本は、三股町

史が置いてある棚にありました。「三股の民俗芸能」という

題名の本です。写真や図を用いて、詳細に説明されていま

す。貴重な伝統芸能を各地域の次世代へ繋いで行けるよう

に編さんされており、読み始めると面

白くて一気に読んでしまいました。

この本を読んでからお祭りに参加す

ると今までとは違う感性で観ることが

できて、感慨深いものがありました。

今月の表紙

『出 発』

くいまーる JR三股駅前にて

４月から、くいまーるが新しく生
まれ変わりました。まちなかコース
の新設、バス停の新設、時刻表の
改訂など、これまでより便利なくい
まーるとするための再編です。現
在、まちなかコースを走っている
のは銀色の車両ですが、本年度中
にはラッピングされた新車両を導
入する予定です。また、利便性を
高めるための新システムの導入検
討など、これからもくいまーるは進
化していきます。より便利なバスと
なるため、出発進行。

ピアノと絵本であそぼう
～スプリングコンサート～

おすすめの絵本や児童書を展示
～こどもの読書週間～

『三股の民族芸能』

地域おこし協力隊 江
え

森
もり

　聡
さとし

さん

20
年
目
の
み
ま
た
座
の
公
演
！

３
月
31
日
（
日
）、
演
劇
公
演
・
み
ま
た
座

20
期
生
本
公
演『
三
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
』が

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
６
月
か
ら
３
月
に

開
講
す
る
子
ど
も
の
演
劇
講
座
「
み
ま
た
座
」

の
、
20
回
目
の
本
公
演
で
す
。
物
語
は
、
架

空
の
町
三
ツ
葉
町
の
、
昔
駅
だ
っ
た
公
園
で

起
こ
る
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
お
話
。
20
期
生

33
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
広
い
舞
台
で
元
気

に
の
び
の
び
と
演
じ
、
観
客
は
、
笑
い
、
感
動

し
、
心
癒
や
さ
れ
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

20
年
目
の
み
ま
た
座
も
い
つ
も
通
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
ま
た
座
21
期
生
大
募
集
！

そ
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
み
ま
た
座
」

の
21
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

演
劇
監
督
は
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
の
永な
が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

さ
ん
、
講
師
は
同
劇
団
の
俳
優
陣
が
担
い

ま
す
。
６
月
か
ら
始
ま
っ
て
３
月
の
本
公
演

ま
で
、
楽
し
く
自
由
に
、
演
劇
を
通
し
て
自

分
を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
過
ご
す
場
所

「
み
ま
た
座
」
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ハームス・アレクシス

9 8広報みまた2024.5 広報みまた2024.5



４
月
16
日
、町
更
生
保
護
女
性

会（
内う

ち

村む
ら

エ
ミ
子こ

会
長
、45
人
）の

内
村
会
長
と
隈く

ま

田た

原ば
ら

カ
チ
子
副
会

長
が
宮
村
小
学
校（
安あ

ん

藤ど
う

聖せ
い

二じ

校

長
）を
訪
ね
、
同
会
が
手
作
り
し

た
マ
ス
コ
ッ
ト
を
新
小
学
１
年
生

26
人
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、同
会
が
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て

約
30
年
続
け
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
町
内
の
新
小
学
１
年
生

に
向
け
て
計
３
５
６
個
を
製
作

し
、教
育
委
員
会
を
通
じ
て
配
布

し
ま
し
た
。受
け
取
っ
た
児
童
は

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

Topics

満
開
の
桜
の
下
で

出
張
！
軽
ト
ラ
の
ど
自
慢

Topics

親
子
で
学
ぼ
う
、三
股
の
農
産
物

親
子
で
体
験
！
食
育
ツ
ア
ー
２
０
２
４

３
月
14
日
、
都
城
地
区
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合（
戸と

高だ
か

望の
ぞ
む

理
事
長
）が
、
子
ど
も
た
ち
の
防

犯
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
町
・

町
教
育
委
員
会
に
防
犯
ブ
ザ
ー

３
５
０
個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、宮
崎
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
連
合
会（
木き

田だ

正ま
さ

美み

会

長
）が
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
県
下
一
斉
に
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
で
、今
年
で
15
年
目
に
な
り

ま
す
。贈
呈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー

は
、ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
大
き
な

音
が
鳴
り
響
き
、周
囲
へ
注
意
を

促
し
ま
す
。ブ
ザ
ー
は
町
内
各
小

学
校
を
通
じ
て
、こ
の
春
入
学
し

た
児
童
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。下

校
中
に
不
審
者
か
ら
の
声
掛
け
事

案
も
発
生
し
て
い

て
、子
ど
も
た
ち
の

防
犯
意
識
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

都
城
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈

新
小
学
１
年
生
へ

更
女
会
が
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布

「
１
つ
１
つ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
に
は
、
元
気
で
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
」

内う
ち

村む
ら

エ
ミ
子こ

さ
ん

（
山
王
原
在
住
）

町
更
生
保
護
女
性
会

会
長

３
月
15
日
、森
秋
生
さ
ん
が
社

会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た

こ
と
を
木
佐
貫
町
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

こ
の
賞
は
、多
年
に
わ
た
り
社

会
教
育
関
係
の
団
体
活
動
に
精
励

す
る
な
ど
、社
会
教
育
の
振
興
に

功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
を
文
部
科

学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

森
さ
ん
は
、町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
の
設
立
時
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、県
の
男
女
共
同
参
画
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
啓
発
活
動
を

行
う
な
ど
、本
町
社
会
教
育
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

森も
り　

秋あ
き

生み

さ
ん

社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

「
今
回
の
受
賞
は
、自
分
だ
け
の
力
で
な
く
、皆

さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。私
が
し
て
き
た

活
動
が
波
紋
の
よ
う
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
」

森も
り　

秋あ
き

生み

さ
ん

（
蓼
池
在
住
）

受
賞
者

３
月
８
日
、
町
武
道
体
育
館

で
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
宮み

や

内う
ち

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

本
部
長
）主
催
の「
令
和

５
年
度
三
股
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

解
団
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

日
は
、
町
内
12
団
体
の
団
員
が
参

加
。
団
員
を
代
表
し
て
柔
技
館
の

野の

﨑ざ
き

絢あ
や

乃の

さ
ん
に
修
了
証
書
が
授

与
さ
れ
た
後
、
同
館
の
小お

田だ

絆は
ん

愛な

さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
活
動
を

支
え
た
指
導
者
や
母
集
団
の
中
で

も
、
特
に
功
績
が
認
め
ら
れ
た
個

人
に
対
す
る
功
労
賞
の
表
彰
と
運

動
適
正
テ
ス
ト
Ⅱ
１
級
認
定
者
の

表
彰
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
年
の
活
動
の
功
績
を
た
た
え
て

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
解
団
式

「
負
け
る
悔
し
さ
も
勝
つ
喜
び
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。中
学
校
に
進
学
し
て
も
、
柔
技

館
で
競
技
を
続
け
た
い
で
す
」

小お

田だ

絆は
ん

愛な

さ
ん

（
三
股
西
小
６
年
）

※
開
催
当
時

柔
技
館

３
月
14
日
、町
中
央
公
民
館
で

令
和
５
年
度
三
股
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

れ
は
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
中な

か

村む
ら

新あ
ら
た

会
長
）が
全
国
大
会
な
ど
で
上
位

入
賞
ま
た
は
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
功
績
を
残
し
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。今
回

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】大お

お

重し
げ

陽よ
う

一い
ち

、

本も
と

村む
ら

理り

津つ

子こ

、
蒲か

も

生う

英ひ
で

樹き

【
県
民

ス
ポ
ー
ツ
祭
賞
】尾お

﨑ざ
き

英え
い

子こ

、
金か

ね

田だ

亜あ

美み

、
久く

保ぼ

田た

栄え
い

子こ

、
三
股
ひ

ま
わ
り
、三
股
中
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

ダ
ン
ス
部
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
を
表
彰

令
和
５
年
度
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
き
矢
競
技
を
し
て

い
ま
す
。こ
の
受
賞
が
、
競
技
を
知
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

金か
ね

田だ

亜あ

美み

さ
ん

（
東
原
在
住
）

受
賞
者

３
月
31
日
、
上
米
公
園
で「
出

張
！
軽
ト
ラ
の
ど
自
慢
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
有
志
の
団
体

「
軽
ト
ラ
の
ど
自
慢
実
行
委
員

会
」（
共
同
代
表　
蔵く

ら

元も
と

裕ゆ
う

介す
け

、中な
か

村む
ら

勲い
さ
お　

８
人
）が
、「
表
現
で
つ
な

が
る
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

広
場
に
止
め
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
ス
テ
ー
ジ
と
し
、23
組
28
名
が

自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

満
開
の
桜
を
一
目
見
よ
う
と
公

園
内
は
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ
て

お
り
、道
行
く
人
々
が
足
を
止
め

て
聞
き
入
っ
た
り
、花
見
を
し
な

が
ら
観
覧
し
た
り
と
、園
内
は
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
最
初
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
最
後
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。将
来
の
夢
は
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
歌
手
に
な
る
の
は
そ
の
1
つ
で
す
」

今い
ま

村む
ら

日ひ

咲よ
り

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

軽
ト
ラ
の
ど
自
慢　

出
演
者

３
月
20
日
、町
農
畜
産
物
利
用
地
域
活
性

化
推
進
協
議
会（
会
長
鈴す

ず

木き

貴た
か
し

）の
主
催
で
、

「
親
子
で
体
験
！
食
育
ツ
ア
ー
２
０
２
４
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
内
の
小
学
１
年
生
か
ら
３
年

生
を
対
象
に
、
農
産
物
が
ど
の
よ
う
に
栽

培
・
生
産
さ
れ
て
い
る
か
を
学
び
、
生
産

者
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、地
元
で

育
っ
た
食
べ
物
を
大
切
に
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
た
も
の

で
す
。

今
回
は
、ヤ
マ
メ
や
イ
チ
ゴ
の
生
産
者
の

講
話
を
聞
き
、イ
チ
ゴ
の
収
穫
体
験
を
行
っ

た
他
、宮
村
地
区
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
営

む
中な

か

川が
わ

あ
き
子こ

さ
ん
指
導
の
も
と
、調
理
体

験
と
し
て「
ヤ
マ
メ
の
ガ
レ
ッ
ト
」、「
イ
チ

ゴ
の
ム
ー
ス
」を
作
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
料
理
が
で
き
る
か
心
配

だ
っ
た
け
れ
ど
、
で
き
て
安
心
し
た
」や
、

「
普
段
で
き
な
い
体
験
が
で
き
た
」な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ヤマメに関する講話ヤマメに関する講話 イチゴのムースづくりイチゴのムースづくり

ビニールハウスで収穫体験！ビニールハウスで収穫体験！

満開の桜の下で満開の桜の下で

２人組でのエントリーも！２人組でのエントリーも！
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せら知おせら知お �

●� 
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��
宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

知
り
合
い
な
ど
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
興
味
の
あ
る
人
や
、
本
町
へ
の
移
住
・

Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い
る
人
が
い
た
ら

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
町
が
都
市

住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
任
命
し
、
一
定
期
間
以

上
、
町
民
と
一
緒
に
地
域
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
隊
員
の
町

へ
の
定
住・定
着
を
進
め
る
も
の
で
す
。

⃝
�

募
集
内
容
＝
観
光
資
源
、
特
産
品
の
魅

力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

①
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
活
動

②
観
光
・
農
畜
産
物
に
関
す
る
活
動

※�

具
体
的
な
活
動
や
受
け
入
れ
先
、
そ
の

他
詳
細
な
情
報
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⃝

募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝

応
募
資
格
＝

①�

年
齢
＝
20
歳
以
上（
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
）、概
ね
40
歳
未
満

②�

３
大
都
市
圏（
注
）お
よ
び
政
令
指
定

都
市
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
生
活
の
拠

点
を
三
股
町
に
移
し
、
三
股
町
に
住
民

票
を
異
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

ま
た
は
、
三
股
町
以
外
の
地
域
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
の
活
動
経

験
が
２
年
以
上
あ
り
、
か
つ
活
動
期
間

終
了
後
１
年
以
内
の
人
。

注�

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
、岐
阜
県
、愛
知
県
、三
重
県
、京
都

府
、大
阪
府
、兵
庫
県
、奈
良
県

※�

政
令
市
な
ど
、
現
在
住
ん
で
い
る
場
所

が
対
象
地
域
か
不
明
な
場
合
は
、
企
画

商
工
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

令
和
６
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

『
次
世
代
へ
　
つ
な
ご
う
無
事
故
と
　

青
い
地ほ

球し

』

消
防
庁
で
は
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事

業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
、６
月
２
日（
日
）～
８
日（
土
）

を「
危
険
物
安
全
週
間
」と
し
、
危
険
物

の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
お
よ
び
啓

発
を
全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
事
業
所
で
は
自
主
保
安
体

制
の
確
立
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
セ
ル
フ

給
油
所
な
ど
で
給
油
の
際
は
注
意
事
項
を

順
守
の
う
え
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
消
防
局　
予
防
課

☎
22
－
８
８
８
４　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

町
は
、
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

す
る
た
め
、
住
宅
取
得
費
用
等
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
申
請
す
る
人
は
、
対

象
と
な
る
要
件
や
必
要
な
提
出
書
類
の
確

認
の
た
め
、
事
前
に
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
世
帯
＝
①
～
③
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人

①
令
和
６
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た

②�

婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
39
歳

以
下

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

　
（
※
直
近
の
所
得
証
明
書
の
額
）

⃝
�

対
象
経
費
＝
４
月
１
日
～
令
和
７
年
２

月
28
日
ま
で
に
支
払
っ
た
費
用
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
１
）住
宅
取
得
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
1
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
取
得
し
た
住
宅

の
購
入
ま
た
は
新
築
に
要
し
た
費
用
。
た

だ
し
、
居
住
用
途
の
部
分
と
事
業
用
途
の

部
分（
店
舗
な
ど
）が
併
存
す
る
併
用
住

宅
に
お
い
て
は
、
居
住
用
途
の
部
分
の
み

対
象
と
し
ま
す
。

（
２
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
実
施
し
た
、
住

宅
機
能
の
維
持
ま
た
は
向
上
を
図
る
た
め

に
行
う
修
繕
、
増
築
、
改
築
、
設
備
更
新

等
の
工
事
費
用
。
た
だ
し
、
居
住
用
途
の

部
分
と
事
業
用
途
の
部
分（
店
舗
な
ど
）

が
併
存
す
る
併
用
住
宅
に
お
い
て
は
、
居

住
用
途
の
部
分
の
み
対
象
と
し
ま
す
。

（
３
）住
宅
賃
貸
費
用

婚
姻
を
機
に
新
た
に
契
約
し
た
住
宅
の

賃
借
に
要
し
た
費
用
お
よ
び
既
に
契
約
済

の
住
宅
で
婚
姻
日
ま
た
は
婚
姻
を
機
に

同
居
を
始
め
た
日
以
後
の
住
宅
の
賃
借

に
要
し
た
費
用
の
う
ち
賃
料
、
敷
金
、
礼

金
、
共
益
費
お
よ
び
仲
介
手
数
料
。
た
だ

し
、
居
住
用
途
の
部
分
と
事
業
用
途
の
部

分（
店
舗
な
ど
）が
併
存
す
る
併
用
住
宅

に
お
い
て
は
、
居
住
用
途
の
部
分
の
み
対

象
と
し
ま
す
。

（
４
）引
越
費
用

婚
姻
を
機
に
町
内
に
引
越
し
す
る
際
に

要
し
た
経
費
の
う
ち
、
引
越
業
者
ま
た
は

運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用
。

⃝

補
助
金
額
＝
最
大
30
万
円

⃝
�

受
付
期
間
＝
令
和
７
年
２
月
28
日（
金
）

17
時
ま
で

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

雨
期
が
近
づ
き
、
台
風
や
大
雨
の
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
次
の
と
お
り

土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
情
報
伝
達
手
段
の
確
認
、
避
難
所
や

避
難
経
路
な
ど
の
確
認
を
行
い
警
戒
避
難

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

実
施
日
時
＝
６
月
２
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

⃝

実
施
地
域
＝
第
５
地
区

※�

避
難
所（
講
習
会
場
）は
第
５
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー

⃝
�

参
加
機
関
＝
轟
木
、
仮
屋
、
大
野
、
大

八
重
自
治
公
民
館
、
町
、
町
消
防
団
、

都
城
土
木
事
務
所
、都
城
警
察
署

⃝
�

訓
練
内
容
＝
情
報
伝
達
訓
練
・
避
難
訓

練
・
土
砂
災
害
に
関
す
る
講
習
会

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課　
危
機
管
理
係　

☎
52
－
１
１
１
０

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在

で
宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
の
あ
る
自
動
車

の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
、

納
期
限
は
５
月
31
日（
金
）で
す
。

金
融
機
関
、
県
税
・
総
務
事
務
所
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
の
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
ア
プ
リ
決
済
も

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
の
裏

面
お
よ
び
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

な
お
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用

す
る
自
動
車
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

自
動
車
税
種
別
割
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
�

お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所　

納
付
に
関
す
る
こ
と
☎
23
－
４
５
１
６

減
免
に
関
す
る
こ
と
☎
23
－
４
５
１
７

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
大
淀
川
の

水
質
汚
濁
の
防
止
と
快
適
な
生
活
環
境
の

創
造
を
目
的
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

汲
み
取
り
槽
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽

を
撤
去
し
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
は
、
左
記「
補
助
金
額
」に
上
乗
せ

し
て
撤
去
に
係
る
費
用
を
補
助（
た
だ
し

上
限
９
万
円
）す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
宅
内
配
管
工
事
部
分
に
つ
い

て
も
補
助（
た
だ
し
上
限
10
万
円
）を
行

い
ま
す
。

⃝

補
助
金
額
＝

①
５
人
槽�

33
万
２
０
０
０
円

②
６
～
７
人
槽�

41
万
４
０
０
０
円

③
８
～
10
人
槽�

54
万
８
０
０
０
円

④
11
～
20
人
槽�

54
万
８
０
０
０
円

⃝

申
請
に
つ
い
て
＝

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
工
事
を
始
め

る
前
に
、
必
ず
補
助
金
交
付
申
請
を
し
て

か
ら
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
交
付
決
定
前
に
工
事
を
始
め

る
と
補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。（
交
付
決
定
前
に
職
員
が
現
場

愛
の
ご
寄
付

確
認
を
行
い
ま
す
。）

ま
た
、県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
工
事
登

録
業
者
以
外
で
工
事
を
行
う
と
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
補
助
金
は
予
算
上
限
に
達
し
た

時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⃝

補
助
対
象
＝

居
住
に
使
用
す
る
建
物（
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

が
住
居
部
分
で
あ
る
こ
と
）で
、
既
設
の

く
み
取
り
・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
人
。
た
だ
し
、

寄
宿
舎
や
別
荘
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
新
築
に
対
す
る
補
助
は
あ
り
ま

せ
ん
。

⃝

補
助
要
件
＝

①�

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

域
外
で
あ
る
こ
と
。

②�

申
請
者
と
同
居
す
る
世
帯
全
員
が
町
税

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
世
帯
用
の「
滞
納
の
な
い
証
明
」を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
）

③
県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
会

を
受
講
し
て
い
る
こ
と
、な
ど
。

⃝

お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課　
環
境
保
全
係

☎
52
－
９
０
８
２

町
は
、
地
域
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る
人

と
一
緒
に
新
た
な
視
点
で
地
域
の
魅
力
化

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

竹た
け

之の
内う

ち
ト
キ
子こ

子

和か
ず
美み

54

梶
山

3
万
円

石い
し

川か
わ

リ
ヱ

夫

顔か
お
市い

ち

92
小
鷺
巣
5
万
円

中な
か
村む

ら
恵え

美み

子こ

父
吉よ

し
川か

わ
義ぎ
一い

ち

97

仲
町

5
万
円

指い
ぶ

宿す
き

毅た
け

彦ひ
こ

父

俊と
し

彦ひ
こ

97

上
新

3
万
円

今い
ま

村む
ら

利と
し

治は
る

弟

利と
し
廣ひ
ろ

84

餅
原

3
万
円

小こ

牧ま
き

照て
る

子こ

夫

俊と
し
康や
す

86
山
王
原
3
万
円

桒く
わ

畑は
た

芳よ
し

弘ひ
ろ

母

ト
シ

102

下
新

5
万
円

三
股
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

の
ご
案
内

「
土
砂
災
害
防
災
訓
練
」を
実
施

し
ま
す

５
月
は
自
動
車
税
種
別
割
を
納

め
る
月
で
す

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
中
！

６
月
２
日
～
８
日
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」で
す

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
窓
口
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●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
講
師
＝
中
村
順
子
先
生（
音
楽
療
法
士
）

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

●
主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

　
※
要
予
約

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
６
月
６
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
６
月
12
日（
水
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝ 

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」
大
会
議
室
と
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

一
時
的
な
託
児
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎

な
ど
、
困
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

●
期
日
＝
６
月
６
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
５
年
５
月
生
ま
れ
、

　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
期
日
＝
５
月
16
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
４
年
９
～
10
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

●
期
日
＝
６
月
13
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
３
年
11
～
12
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

祉福と健保　祉福と健保

い
る
保
護
者
は
、
ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
５
月
21
日（
火
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
要
予
約

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
、
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

※
要
予
約

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
５
月
28
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝ 

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室　
※
要
予
約

音
楽
を
通
し
て
、
お
母
さ
ん
と
子
ど

も
が
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。

●
期
日
＝
５
月
30
日（
木
）

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
、
栄
養
相

談
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
５
月
23
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
２
年
９
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す開

放
日
は
、
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９
時

～
正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開
放

日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」と
思
っ
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

ん
の
育
児
の
お
手
伝
い
を
す
る「
ま
か
せ

て
会
員
」の
養
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
、
預
か
る
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
、

活
動
内
容
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
習
会
で
基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け

て
か
ら
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

●
日
時
＝

　
６
月
19
日（
水
）

　
　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
30
分

６
月
20
日（
木
）

　
　
午
前
８
時
50
分
～
11
時

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」

●�

内
容
＝
保
健
師
、小
児
科
医
、心
理
士
、

管
理
栄
養
士
、
保
育
士
、
消
防
士
に
よ

る
講
習

●
受
講
料=

無
料

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
た
ん
ぽ
ぽ　
☎
51
－
５
６
８
８

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、
歩
く
動
作

を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
５
月
20
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

30
歳
～
70
歳
の
、５
歳
ご
と
の
節
目
の

人
で
、
職
場
な
ど
で
受
け
る
機
会
の
な
い

人
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

受
診
希
望
者
は
、
受
診
券
を
交
付
し
ま

す
。
町
公
式
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
の
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
＝
５
月
15
日（
水
）～
31
日（
金
）

●�

申
込
方
法
＝
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
予
約

ま
た
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
電
話

●
定
員
＝
１
５
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●�

人
間
ド
ッ
ク
実
施
期
間
＝
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で

●�

検
査
項
目
＝
①
診
察
②
問
診
③
身
体
計

測
④
呼
吸
器
検
査
⑤
循
環
器
検
査
⑥
超

音
波
検
査
⑦
消
化
器
検
査
⑧
脂
質
検
査

⑨
肝
機
能
検
査
⑩
膵
機
能
検
査
⑪
血
液

一
般
⑫
腎
機
能
検
査
⑬
糖
尿
病
検
査

●
費
用
の
助
成
額
＝
消
化
器
検
査
で

①�

胃
カ
メ
ラ
を
選
択
：
２
万
４
０
０
０
円

（
自
己
負
担
＝
７
５
０
０
円
）

②�

バ
リ
ウ
ム
を
選
択
：
２
万
１
０
０
０
円

（
自
己
負
担
＝
６
５
０
０
円
）

※�

詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と

安
心
し
て
自
立
し
た
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

自
宅
に
訪
問
し
て
日
ご
ろ
の
暮
ら
し
ぶ
り

や
、
体
調
の
こ
と
、
困
り
ご
と
な
ど
を
聴

い
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪

問
し
た
際
に
は
、
お
気
軽
に
何
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

～
注
意
と
お
願
い
～

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
訪
問

の
際
に
必
ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
り
、
守
秘
義
務

を
厳
守
し
ま
す
。

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

１
歳
６
か
月
児
健
診

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の一部
を
助
成

し
ま
す

３
歳
児
健
診

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

親
子
教
室「
音
楽
リ
ズ
ム
」

お
は
な
し
か
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す

足もと元気教室
●日程＝５月15日～６月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第１地区分館

５月17日（金）

５月31日（金）

６月７日（金）

2地区 午後１時30分～３時 ２地区交流プラザ ６月６日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第３地区分館 ６月13日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第４地区分館 ５月15日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ５月16日（木）

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
５月16日（木）

６月６日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ６月５日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 ５月20日(月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ５月15日（水）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
５月22日（水）

６月12日（水）

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 ６月３日（月)

下新 午前９時30分～11時 ７地区分館 ６月14日(金)

8地区 午前９時30分～11時 ８地区分館 ５月24日（金）

9地区 午後１時30分～３時 ９地区分館
５月22日（水）

６月12日（水）

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給
用の飲み物

※�５月１日～14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

高
齢
者
の
訪
問
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
！
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情のしらく　 報情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

まちドラ！…5月24日（金）～26日（日）みまた演劇フェスティバル「まちドラ！」が開催されます。
詳しくは三股町立文化会館の公式サイトをご覧ください。➡https://bunka.town.mimata.lg.jp/

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
憲法記念日

４
みどりの日

可燃物
図書館休館日 図書館休館日

５
こどもの日

６
振替休日

７ ８ ９ 10 11

図書館休館日
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

12 13 14 15 16 17 18
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

19 20 21 22 23 24
まちドラ！

25
まちドラ！

可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

26
まちドラ！

27 28 29 30 31
可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

5月 5月

二次元コードを
読み込むと町の
公式ホームペー
ジのアドレスが
表示されます。

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

３金

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656
伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088
海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 東 町 ☎36-8926
ながはま整形外科（整） 都 北 町 ☎46-7188
宮田眼科病院（眼） 蔵 原 町 ☎22-1441

４土

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
柏村内科（内） 上 町 ☎22-2616
都城明生病院（内・泌） 金 田 町 ☎38-1120
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
倉内整形外科病院（整） 上 町 ☎22-1252
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） 千 町 ☎36-5555

５日

柳田病院（小・内） 東 町 ☎22-4862
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
大橋クリニック（内・消・リハ） 庄 内 町 ☎37-0539
三州病院（外・胃・内） 花 繰 町 ☎22-0230
小牧病院（整） 立 野 町 ☎24-1212
野田医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎24-8553

６月

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
田中隆内科（内・泌） 三 股 町 ☎52-0301
野口脳神経外科（脳） 太郎坊町 ☎47-1800
横山病院（消） 都 島 町 ☎22-2806
西元眼科医院（眼） 中 原 町 ☎25-8888

12日

共立医院（内・小） 蔵 原 町 ☎22-0213
松山医院（内・呼・リウ） 上 川 東 ☎24-1046
坂田医院（内・消・胃） 三 股 町 ☎51-2003
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
すみ産婦人科医院（産・婦） 東 町 ☎23-1152

19日

畠中小児科医院（小） 三 股 町 ☎52-6000
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
みしま内科クリニック（内・循）三 股 町 ☎51-8100
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226
よしかわクリニック（麻・整・内） 前 田 町 ☎23-9384
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

26日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
永吉眼科医院（眼） 姫 城 町 ☎22-1530

5月

交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第19位／令和６年２月29日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和６年４月１日現在） ◦男／11,875人◦女／13,455人◦合計／25,330人（前月比−82人）
◦世帯数／10,390戸（＋7戸）◦出生／15人◦死亡／33人◦転入／136人◦転出／200人

５月３１日（金）の納期限までに納付しましょう
●軽自動車税
口座振替日は５月２７日（月）です。また、再振替日は６月

１０日（月）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の
残高確認をお願いします。口座の解約などで振替ができ
なかった場合は、「口座振替不能用の納付書」を送付しま
す。納付書に記載されている納付場所で早めに納めてく
ださい。
町税の納付は「安心・便利・確実」な口座
振替をご利用ください
◆申し込み手続き
・�口座振替依頼書は町役場税務財政課のほか、町指定
金融機関（宮崎県農業協同組合、宮崎銀行など）や郵
便局にあります。
・�金融機関などに「預金通帳」「口座届け出印」をお持ち
になり、口座振替依頼書に必要事項を記入のうえ、申し
込んでください。

◆金融機関など（各支店・各支所）
宮崎県農業協同組合、宮崎銀行、宮崎太陽銀行、宮崎
第一信用金庫、鹿児島銀行、郵便局、九州労働金庫

◆口座振替ができる町税
町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税

◆口座振替ができる預貯金の種類
普通預金、当座預金、納税準備預金、通常郵便貯金

◆口座振替の開始月
依頼日の翌月または翌々月からの引き落としになります。

◆振替日
毎期25日（金融機関が休みの場合、翌営業日になります）

◆注意事項
毎期25日の翌月10日（金融機関が休みの場合、翌営
業日になります）に再振替を行っています。再振替でも
引き落としできなかった場合は、町役場窓口で納付して
いただくことになります。

■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

５
月
は
、
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化

月
間
で
す
。
自
転
車
利
用
中
の
交
通
事
故

防
止
と
自
転
車
利
用
者
に
よ
る
危
険
・
迷

惑
行
為
の
防
止
の
た
め
、
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

・�

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。
原
則
と
し

て
、車
道
の
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

・�

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

交
差
点
で
は
、
信
号
と
一
時
停
止
を
守

り
、安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・�

飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

傘
差
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使
用

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
イ
ヤ
ホ
ン
等
の
使

用
は
危
険
で
す
。

・�

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保
険

に
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
】

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転

車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
な
か
っ
た
と
き

の
致
死
率
は
、
着
用
し
て
い
た
と
き
の
約

1
・
9
倍
で
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
せ
ず
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
、
約
６

割
が
頭
部
を
損
傷
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安
全
性
を
示
す

マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
を
使
う
よ
う
に
努

め
、
顎
ひ
も
を
確
実
に
締
め
る
な
ど
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
】

自
転
車
保
険
加
入
は
、
宮
崎
県
条
例
で

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
保
険
に
は
、
自
動
車
保
険
や
火

災
保
険
等
の
特
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
付
帯
保
険
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ネ
ッ

ト
で
手
軽
に
加
入
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
万
が
一
に
備
え
て
、
自
転
車
損
害
補

償
責
任
保
険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
止
め
る
時
は
必
ず
鍵
を
か
け

ま
し
ょ
う
。
二
重
ロ
ッ
ク
や
防
犯
登
録
を

行
い
、
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間

期
間：５
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

自
転
車
を
利
用
す
る
時
は
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

町では、公式LINE
を運用しています
町からさまざまな情報をお届
けしますので、ぜひ友だち登録
をお願いします。
詳しくは、町公式サイトをご確
認ください。

友だち登録は
こちらから⬆ 町公式サイトは

こちらから⬆

「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
」と「
自
転

車
保
険
加
入
」で
自
分
の
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
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POST CARD

お手数ですが
63円切手を
貼ってお出し
ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係�行

2024.5　vol.645

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
地
域
住
民
と
の
協
働
作
業

蓼
池
地
区
東
部
に
あ
る
水
路
沿
い
で

は
、
総
延
長
お
よ
そ
５・
５
㎞
に

わ
た
る
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
毎
春
多
く
の
来

訪
者
を
魅
了
す
る
。
植
栽
や
草
刈
り
な
ど

の
保
全
作
業
は
、
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
協
力
し
、
毎
年
３
０
０
人
ほ
ど
の
手

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
主
に
植
栽
や
管
理

を
行
う
の
は「
蓼
池
緑
保
全
会
」。会
長
を

務
め
る
福
永
均
さ
ん
は「
こ
の
活
動
に
参

加
す
る
人
た
ち
が
ね
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
見

に
来
た
人
に
、
私
が
植
え
た
、
私
が
植
え

た
っ
て
自
慢
気
に
話
す
ん
で
す
よ
。
皆
さ

ん
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
う
れ
し
い
よ
ね
」と
目
を

細
め
る
。
続
け
て「
こ
の
活
動
を
い
か
に

地
域
み
ん
な
の
も
の
に
し
て
い
く
か
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
る
」と
満
開
の
シ
バ
ザ

ク
ラ
を
見
つ
め
て
力
強
く
話
す
。

密
集
し
て
咲
く
姿
か
ら
、
シ
バ
ザ
ク
ラ

の
花
言
葉
に
は「
一
致
」が
あ
る
。
福
永

さ
ん
た
ち
を
中
心
に
、
地
域
が
一
致
団
結

し
て
育
て
る
シ
バ
ザ
ク
ラ
。
美
し
く
咲
か

せ
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
住
民
が
持
つ

地
域
へ
の
愛
情
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

八方美人、四面楚歌や八面六臂な
ど、四字熟語の中には方向を示す漢
数字が含まれているものがあります。
▼いずれも「あらゆる方向」といった
意味合いで使われています。では、
特定の人物や物事を捉える際、持つ
べき視点は一体いくつなのでしょう
か。▼今回の特集は「くいまーる」。
①行政の視点②乗客の視点③運転手
の視点。今回、３つの視点でくいまー
るの再編を特集しましたが、果たし
て視点は３つで十分だったのでしょう
か。▼周辺店舗の視点、乗客の家族
の視点、まだ利用したことがない人
の視点など、多くの視点を逃してい
ます。▼論語に「知らざるを知らずと
なす、これ知るなり」という言葉があ
ります。知らないことや気付いてい
ないことがあるのではないか、自問
自答しながら、進んでいきたいと思
います。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表）�
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和６年５月１日号No.645

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星 町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。
また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…https://www.town.mimata.lg.jp）

横よ
こ

瀬せ

　
瑠る

希き

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
11
月
20
日
生
ま
れ（
３
歳
）

横
瀨
拓
弥
さ
ん・結
佳
さ
ん
の
長
男

元
気
に
自
由
気
ま
ま
に
育
っ
て
ね
。

い
っ
ぱ
い
ご
飯
食
べ
て
、
良
く
寝
て
、

元
気
に
育
っ
て
ね
。

横よ
こ

瀬せ

　
琳り

乃の

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
６
月
24
日
生
ま
れ（
１
歳
）

横
瀨
拓
弥
さ
ん・結
佳
さ
ん
の
長
女

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
181

蓼
池
在
住 

福ふ
く

永な
が

　
均ひ

と
し（

７９
）さ
ん

花
よ
り
団
結

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

５月の旬の食材
・アジ
・新玉ネギ
・タケノコ
・スナップエンドウ
・新ゴボウ
※材料は全て1人分です

❶❶

❷❷ ❸❸

❹❹

●
確
か
な
技
術
と
圧
倒
的
な
セ
ン
ス

　
今
回
は
宮
村
地
区
に
あ
る「
株
式

会
社
ク
ワ
ハ
タ
」さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
ク
ワ
ハ
タ
さ
ん
は
昭
和
47
年

に「
桑
畑
木
工
」と
し
て
事
業
を
始

め
、
今
年
で
創
業
52
年
。〈
多
く
の

お
客
様
の
笑
顔
を
大
切
に
〉を
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
注
家
具
の
受
注
製
作

が
主
で
、
皆
さ
ん
も
き
っ
と
ど
こ
か

で
目
に
し
て
い
る
は
ず
!!
道
の
駅

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
の
商
品
棚
や
都

城
市
立
図
書
館
の
階
段
な
ど
を
手

掛
け
ま
し
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
！

よ
か
も
ん
や
の
商
品
棚
も
ク
ワ
ハ

タ
さ
ん
が
製
作
し
た
も
の
で
す
！

そ
の
他
、
よ
か
も
ん
や
の
ス
タ
ッ
フ

名
札･

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で

あ
る
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
も
！

毎
回
、
想
像
以
上
の
出
来
な
の
で
、

納
品
さ
れ
る
度
に
感
動
し
て
い
ま

す
。
ク
ワ
ハ
タ
さ
ん
が
自
社
か
ら
出

し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
も
素
敵
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
６

月
に
行
わ
れ
る【
み
ま
た
モ
ノ
づ
く

り
フ
ェ
ア
】に
も
毎
回
出
店
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
実
際
に
触
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１�

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.139

❶�主食/ごはん
252㌔㌍　塩分0㌘
材　料　ごはん…150㌘

❷�主菜/アジ南蛮
224㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�ニンジン…20㌘、新玉ネギ…30㌘、ピーマン…40

㌘、▲酢…大さじ１と1/2、▲砂糖…大さじ１、▲
しょうゆ…小さじ１、アジ切身…80㌘、片栗粉…
２㌘、油…適量

作り方� ①ニンジン、新玉ネギ、ピーマンを細切りにする。
� ②�▲を混ぜ合わせて甘酢を作り、①の野菜を漬けて

おく。
� ③�アジを食べやすい大きさに切り、水気をとって片

栗粉をまぶす。
� ④鍋に油を熱し、③のアジを揚げる。
� ⑤�④のアジにこんがり色がついたら、鍋から取り出

し、②の甘酢にさっと浸す。
� ⑥器に盛りつける。

❸�副菜/タケノコとスナップエンドウのユズ風味
110㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　�タケノコ（処理済み）…40㌘、スナップエンドウ…

25㌘、シイタケ…30㌘、油…小さじ１と1/2、塩…
小さじ1/12、ユズ果皮…適量

作り方� ①�タケノコを短冊切りに、シイタケを細切りにする。
� ②�スナップエンドウの筋を取り、電子レンジで火が

通るまで加熱する。
� ③フライパンに油を熱し、①と②の野菜を炒める。
� ④火が通ったら塩、ユズ果皮を入れて和える。

❹�副菜/新ゴボウのすまし汁
22㌔㌍　塩分1.0㌘
材　料　�新ゴボウ…25㌘、ニンジン…10㌘、出し汁…

150cc、●しょうゆ…小さじ5/6、●みりん…少々、
●酒…少々、葉ネギ…適量

作り方� ①�新ゴボウとニンジンをささがきにする。
� ②鍋に出し汁を沸騰させ、①の野菜を入れる。
� ③火が通ったら●を入れて軽く煮立たせる。
� ④葉ネギを小口切りにする。
� ⑤器に盛り、④の葉ネギを散らす。

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント出店情報
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問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


